
 

 

 

2021 年５月 14 日 

各 位 

 

会 社 名  株 式 会 社 中 村 超 硬 

代 表 社 名  代表取締役社長 井 上  誠 

  （コード番号：6166 東証マザーズ）

問 合 せ 先  取締役管理本部長 藤 井  秀 亮 

  （TEL：072-274-1072） 

 

 

＜マザーズ＞ 投資に関する説明会開催状況について 

 

 

下記のとおり、投資に関する説明会を開催いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

○ 開催状況 

開催日時 2021 年５月 14 日 16:00（動画公開日時） 

開催方法 決算説明動画の配信 

動画掲載場所 自社ホームページ（http://www.nakamura-gp.co.jp/） 

動画 URL http://www.nakamura-gp.co.jp/ir/movie.html 

説明会資料名 2021 年３月期 決算説明 

 

 

【添付資料】 

・ 投資説明動画において使用した資料 

 

以 上 
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株式会社中村超硬

2021年3月期

決 算 説 明

（証券コード）6166



Copyright (c) Nakamura Choukou Co.,Ltd. All Rights Reserved.

業 績 報 告



2020年3⽉期
（実績）

業績予想
（21年2⽉修正時）

2021年3⽉期
（実績）

対前期
増減額

売上⾼ 2,797 3,700   3,806 1,008
（36.1％増）

営業利益
（損失△） △578 60 167 745

経常利益
（損失△） △716 60 181 898

親会社株主に
帰属する

当期純利益
（純損失△）

△600 △160 7 607

（単位︓百万円）

3

連結ＰＬサマリー(前期比）



売上⾼ （単位︓百万円）

営業利益（損失△） （単位︓百万円）

2020年3⽉期 2021年3⽉期 前期⽐

電⼦材料スライス周辺事業 697 5 △99.3%

特殊精密機器事業 845 768 △9.0％

化学繊維⽤紡⽷ノズル事業 1,242 3,023 143.5％

マテリアルサイエンス事業 6 8 21.1％

合 計 2,797 3,806 36.1％

2020年3⽉期 2021年3⽉期 前期⽐
電⼦材料スライス周辺事業 △687 △410 -
特殊精密機器事業 118 42 △64.3％
化学繊維⽤紡⽷ノズル事業 149 644 330.2％
マテリアルサイエンス事業 △121 △155 -
調整額 △37 46 -

合 計 △578 167 -
4

セグメント別 売上高・営業利益（損失）



主な要因

2020年
3⽉期

2021年
3⽉期 増減額

流動資産 5,236 4,760 △476

固定資産 1,241 1,261 19

資産合計 6,478 6,021 △457

流動負債 3,050 3,157 106

固定負債 2,904 2,348 △555

純資産 523 515 △7

負債・純資産合計 6,478 6,021 △457

（単位︓百万円）

資産の減少要因 ︓現⾦及び預⾦の減少
負債の減少要因 ︓短期・⻑期借⼊⾦の減少
純資産の減少要因︓為替換算調整勘定の減少

5

貸借対照表（連結）



特殊精密機器事業 電⼦材料スライス周辺業 化学繊維⽤紡⽷ノズル事業 中国事業

2020年
3⽉期

2021年
3⽉期 ポイント

営業活動による
キャッシュ・フロー 228 530 前受⾦の増加︓477

仕⼊債務の増加︓461

投資活動による
キャッシュ・フロー 1,994 161 定期預⾦払戻︓443

財務活動による
キャッシュ・フロー △699 △1,466 ⻑期借⼊⾦返済︓△968

短期借⼊⾦純減︓△465

現⾦及び現⾦同等物の
増減額 1,518 △768

現⾦及び現⾦同等物の
期末残⾼ 3,795 3,027

（単位︓百万円）

6

キャッシュ・フロー計算書（連結）
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継 続 企 業 の 前 提 に 関 す る

注 記 の 記 載 解 消 に つ い て



2020年３月期末において 債務超過は解消

「継続企業の前提に関する注記」の記載解消

手元流動資金に対する有利子負債が高水準

しかしながら

ダイヤモンドワイヤ生産設備等の譲渡案件
（南京PJ）

未完了

「継続企業の前提に関する注記」の記載

8



2021年3月期末において

9

更なる成長を果たすべく努めてまいります

有利子負債は3,133百万円まで減少

売上高は前期を大きく上回り、黒字化を実現

資金面における当面の不安が解消

「継続企業の前提に関する注記」の記載を解消

「継続企業の前提に関する注記」の記載解消
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耐摩耗部品／実装機⽤ノズル／MR装置

化学繊維⽤紡⽷ノズル／関連装置
（連結⼦会社 ⽇本ノズル株式会社）

電⼦材料スライス周辺事業

特 殊 精 密 機 器 事 業

化学繊維⽤紡⽷ノズル事業

マテリアルサイエンス事業 ナノサイズゼオライト

２ ０ 2 1 年 ３ 月 期

セ グ メ ン ト 別 状 況 報 告

新型ダイヤモンドワイヤ製造装置／
半導体向けダイヤモンドワイヤ



5百万円 （前年同期比△99.3％）

△410百万円 （前年同期△687百万円)

売 上

営業利益

11

2020年9月より中国へ渡航開始、現地での作業再開

全台、引渡し前の状態まで作業完了

ダイヤモンドワイヤ生産設備等の譲渡案件

検収条件に対する双方の認識相違により検収には至らず

収益計上は2022年3月期にずれ込む

電子材料スライス周辺事業

（南京PJ）



特殊精密機器事業

工作機械向け耐摩工具

低調に推移

売 上

営業利益

（前年同期比△9.0％）768百万円

42百万円 （前年同期比 △64.3％）

電子部品産業向け
実装機用ノズル

「５Ｇ」関連分野 新型コロナの影響
厳しい事業環境

12

好調に推移

需要の高まり



化学繊維⽤紡⽷ノズル事業（⼦会社⽇本ノズル株式会社）

新型コロナウイルス感染拡⼤の影響による
世界的なマスク需要の⾼まり

不織布製造装置や不織布関連ノズル等の
売上が好調に推移

売 上

営業利益

( 前年同期比 ＋143.5％ )

( 前年同期比 ＋330.2％ )

3,023百万円

644百万円

13



工作機械向け耐摩工具

低調に推移

売 上

営業利益

（前年同期比＋21.1％）8百万円

△155百万円 （前年同期 △121百万円）

14

量産顧客の獲得に向け多数の企業へサンプル提供

技術⾯
⼤きく進展

マテリアルサイエンス事業

「ナノサイズゼオライトの高濃度化」
「透明度向上」 等

フィルム試作における
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2 0 2 2 年 3 月 期
事 業 戦 略 及 び 業 績 見 通 し に つ い て

耐摩耗部品／実装機⽤ノズル／MR装置

化学繊維⽤紡⽷ノズル／関連装置
（連結⼦会社 ⽇本ノズル株式会社）

電子材料スライス周辺事業

特 殊 精 密 機 器 事 業

化学繊維用紡糸ノズル事業

マテリアルサイエンス事業 ナノサイズゼオライト

新型ダイヤモンドワイヤ製造装置／
半導体向けダイヤモンドワイヤ
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江蘇三超社との協議において新たな合意が得られ、現地
⼯場での作業実施後、2022年３⽉までの残契約の完了

650百万円 750百万円

技術対価

設備売却対価

収益計上済
（2020年3⽉期計上）

約6.5億円

約6.5億円 約7.5億円
約14億円

約1.5億円 約1.5億円
約3億円

2022年3⽉期
収益計上予定

約5億円

⼀定の⽣産条件
達成時の対価

約7.5億円

約5億円

契約総額

売上⾼ 特別利益

2022年3⽉期（予想）

売上⾼

特別利益

16

前提条件

電子材料スライス周辺事業
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半導体向けダイヤモンドワイヤの販売

新型ダイヤモンドワイヤ製造装置の販売

17

南京PJの進捗について

新たな取り組みの継続

残対価の収益計上は
2022年3月期にずれ込む

ダイヤモンドワイヤ生産設備等の譲渡案件
検収条件の認識の相違

電子材料スライス周辺事業
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チップ型電子部品の極小化加速

900百万円（前年＋17%）売上⾼

• 米中貿易摩擦

• 新型コロナウイルスの影響

18

ダイヤモンドノズル推奨
による受注拡大

• 中国における景気刺激策に

よる投資拡大

• 国内自動車産業の復調

国内サプライチェーンの変革

有力商社を介した
大手企業との取引拡大

特殊精密機器事業

市場環境

プラス要因

マイナス要因

事業戦略

2022年3月期（予想）
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3,000百万円（前年とほぼ同水準）売上高

2022年3月期（予想）

メルトブローン不織布製造装置が好調

風力発電用ブレード向け炭素繊維市場に対する

紡糸ノズルの販売拡大

化学繊維用紡糸ノズル事業（子会社日本ノズル株式会社）

医療用衛生不織布需要の高まりを受け

国内におけるサプライチェーン対策補助金が追い風

2021年4月末時点 20億円の受注獲得
※2022年3月期売上計上分

19
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2022年3月期中の量産顧客の獲得を目指す

50百万円（前年8百万円から大幅増）売上⾼

多数の企業へサンプル提供

マテリアルサイエンス事業

透明吸湿
フィルム分野

接着剤・塗料
抗菌・抗ウイルス
コーティング剤

コスメ
ヘルスケア分野

一部顧客で開発ステージから事業化ステージへ

2022年3月期（予想）
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ナノサイズゼオライト事業化を目指した
共同開発契約締結

山 全 社当 社

2022年3月期中のパイロットプラント稼働を目指す

• ナノサイズゼオライト事業化に向けた協業スキームの合意

• 当社和泉工場内へのパイロットプラント設置

• パイロットプラントに関する費用負担の基本方針

協業パートナーである山全社とパイロットプラントの
開発・稼働に関する「共同開発契約」を締結

山全社との共同開発契約締結

21

2021年
3月
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（単位︓百万円）

売上⾼ 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

2022年3⽉期
通期予想 4,600 600 600 800

2021年3⽉期
通期実績 3,806 167 181 7

増減額
（百万円） 793 432 418 792

増減率
（％） 20.9 258.1 229.7 ー

※江蘇三超社に関する案件の収益計上時期が不明なため、予想は通期のみの公表といたします。

2022年3月期 連結業績予想について
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第三者割当による第９回新株予約権発行による
資金調達について
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新株予約権の発行に至った経緯

既存事業の
収益力の強化

金融機関との長期的な
借入契約の締結

ナノサイズゼオライト
の早期事業化

継続企業の前提に関する重要事象が存在

手元流動性に対する
有利子負債は高水準

手元資金からの捻出は困難

新たな収益の柱として期待

ナノサイズゼオライト事業化 及び 有利子負債削減目 的

工場のインフラ設備や製造装置などの新規導入が必要

24



第三者割当により発行される新株予約権の発行内容

EVO FUND割 当 先

1,000,000株

潜在株式数

9.98％ (全て行使された場合）

調 達 資 金 ７００百万円（予定）
（1株700円で行使と仮定）

希 薄 化 率

現当社発行株数

10,020,900株

第９回

行 使 価 額
修正日前3取引日の終値の単純平均値×91％

（エボ ファンド）

3取引日毎に修正

全部コミット期間 3か月 (2021年6月1日～2021年8月31日）

25



2022年3月期中のパイロットプラント稼働を目指す

① ナノサイズゼオライト事業化に伴う設備投資

和泉工場への
パイロットプラント

設置

企業の継続性・安定性の面から重要と認識

②有利子負債の削減 300 百万円

早期の財務状況の安定化を図る

調達資金の使途

ナノサイズゼオライト生産
のための設備投資

和泉工場の改装費用

400百万円

※1株700円で行使と仮定

50百万円

350百万円

26
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事 業 化 に 向 け た 進 捗 状 況 に つ い て

マ テ リ ア ル サ イ エ ン ス 事 業



粒子径： ５0～100nm

ナノサイズゼオライト

ナノサイズ化で機能性をより高く、より多くの用途へ

ナノサイズゼオライトとは

粒子径：３～５μm

通常のゼオライト

機能性UP

外表⾯積
約100倍

粒⼦数
約100万倍

28

粉砕・再結晶化プロセス特許取得済

東京大学との共同開発
低コスト化を実現

多孔質構造

⽔
わずか１gで

ﾃﾆｽｺｰﾄ1面分の
表面積



ナノサイズゼオライトの

添加量の増加

透明吸湿フィルムの開発進捗

29

開発のポイント

ナノ粒子の均一な分散

条件の獲得

大手メーカーにおいて開発ステージから事業化ステージへ
エンドユーザーへのサンプル供給がスタート

高い吸湿性

高い透明度

透明度

10％ 45％

8～1520〜30
で改善

添加量

（ヘイズ値）

（wt％）

⾼
濃
度
・
透
明



複数のコーティング剤と金属イオンの組み合わせで実証試験中
サンプル出荷量も増加傾向

抗菌・抗ウイルス機能付き透明コーティング剤の開発

ナノサイズゼオライトへの
抗菌・抗ウイルス性能の付与

知的財産としての

技術確立を目指す

強固に結合＆ 長寿命

ナノサイズゼオライト

Ag+,Cu2+ 等
金属イオン

30

ナノサイズ
ゼオライト

菌・ウイルス

表面にナノサイズ

ゼオライトを集積させる
コーティング面の平滑と
コーティング層の
透明・薄型化を実現

少ない添加量において
コーティング表面で
効果的に機能を発現

開発のポイント

①

②



31

接着剤・塗料の吸湿用添加剤の開発

大手化学メーカー等において開発ステージから事業化ステージへ
移行エンドユーザーへのサンプル供給がスタート

開発のポイント

①

ナノサイズゼオライトを
接着剤・塗料に均一に拡散
させて混錬する技術の獲得

水分の影響により
内部発生するガスも
吸着できる条件の開発

使用期限の延長（長寿命化）

高品質化（高強度・高品位）

②

吸着吸着

水
外部侵入

水
外部侵入

内部発生

水 ガ
ス



32

メーカー・商社と連携したＢtoＣ商品への採用拡大

当社技術の認知度を高め、より多くの顧客開拓に努めてまいります

シェービング

水分

クレンジング

ナノサイズ
ゼオライト

発 熱 反 応

コロナ禍後の採用を目指す
類似商品への
優位性を示す

実証データの積み上げ

⽯ 鹸 シャンプー

ガス吸着

加齢臭の吸着
（ノネナール）

アンモニア臭の吸着

入浴剤 芳香スプレー

ナノサイズゼオライトに
吸着させた有効成分を

徐々に放出

徐放性

薬効・美容・芳香成分



Copyright (c) Nakamura Choukou Co.,Ltd. All Rights Reserved.

本資料の取扱いについて

 本資料に掲載している情報は、株式会社中村超硬（以下、当社）の経営指標等の提供を⽬的としておりますが、
内容についていかなる表明・保証を⾏うものではありません。また、本資料は、投資勧誘を⽬的に作成された
ものではありません。実際に投資を⾏う際は、本資料の情報に全⾯的に依拠して投資判断を下すことはお控え
いただき、投資に関するご決定はご⾃⾝のご判断で⾏うようお願いいたします。

 本資料に掲載している情報に関して、当社は細⼼の注意を払っておりますが、掲載した情報に誤りがあった場
合や、第三者によるデータの改ざん、データダウンロード等によって⽣じた障害等に関し、事由の如何を問わ
ず⼀切責任を負うものではありません。

 本資料に含まれる将来の⾒通しに関する記述等は、現時点における情報に基づき判断したものであり、経済動
向及び市場環境や当社の関連する業界動向、その他内部・外部要因等により変動することがあります。従いま
して、実際の業績が本資料に記載されている将来の⾒通しに関する記述等と異なるリスクや不確実性等があり
ますことを、予めご了承ください。


